
帯広市地域公共交通活性化協議会 平成２０年２月２５日設置

○地域公共交通の課題
・マイカー依存度が極めて高い
・路線バスの利用が低迷

○調査の主な内容
・現況交通実態調査
・利用者ニーズ把握調査（アンケート調査）
・過度なマイカー依存からの脱却の方策の検討
・公共交通の利便性確保の方策の検討

○策定する地域公共交通総合連携計画の構想（予定）
・バス路線の見直し
・路線バスと乗合タクシーの連携の検討
・商店街との連携、廃油の回収・ＢＤＦ化の展開、
子ども無料デーの実施等による利用促進の検討

○地域公共交通の現況
・ＪＲ根室本線（帯広駅、柏林台駅、西帯広駅）
・十勝バス（株）、北海道拓殖バス（株）（市内外路線）
・大正交通（有）（大正・川西地区「あいのりタクシー」）
・帯広空港

帯広市

帯広市は、十勝平野の中央に位置する中核都市であるが、広大な農村部を有し、マイカーへの依存度が極めて高く、路線バス
等の公共交通の利用が少ないことが課題となっている。このため、過度なマイカー依存からの脱却、利便性の高い公共交通の
確保を目指し、バスの路線見直しや乗合タクシーとの連携による利便性向上、商店街との連携、廃油の回収・ＢＤＦ化の展開、子
ども無料デーの実施による利用促進等の調査検討を実施する。

概 要

国土地理院発行２０万分の１地勢図より
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